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索した。それが一般に「98年の世代」（La generación del 98）と呼ばれた人びとで、例えば、
ウナムノ（哲学者）、バロッハ（小説家）、アリソン（評論家）等であり、特にそのグループ
の実質的リーダーで最年長のミゲル・デ・ウナムノ（Miguel de Unamuno, 1864⊖1936）にオ
ルテガ自身の存在が認められた点も見逃せない。
ところで、1902年オルテガは19歳でマドリード大学哲学・文学部の学士号を得、またその



























ペイン政治教育連盟」（La Liga de Educatión Política Española）を結成し、それを記念して









































に、「共和制擁護のための集団」（Agrupación al servicio de la República）を結成した。これ
は原則的には政党ではなかったけれども、第三次共和制の成立と共に実質的な政党となり、
彼はその代表として憲法制定議会の一員となった。しかしながら、その翌年には「共和制の







的復興に努めた。そして、彼の代表作の一つに数えられる『人と人びと』（El homobre y la 
gente,1957）はこの研究所で行った連続講演をまとめたもので、「ライプニッツにおける原
理の概念と演繹理論の発展』（La idea de principio en Leibnite y la evolución de la teroría 



























まず、オルテガの著作としては『現代の課題』（El tema de nuestro tiempo,1923）をはじ
めとして、『芸術の非人間化』（La deshumanización del arte,1925）、『小説の考察』（Ideas 
sobre la novela,1925）、『ミラボー、あるいは政治家』（Mirabeau o el politico,1927）、『言
語の本質』（Espiritu de la letra,1927）、『大学の使命』（Misión de la Universidad,1930）、
『技術論』（Meditación de la técnica,1939）、『自己沈潜と自己疎外』（Ensimismamiento 
y alteración,1939）、『体系としての歴史』（Historia como sistema,1941）、『愛について』
（Estudios sobre el amor,1941）、『演劇の理念』（Idea del teatro,1958）、『ゴヤ論』（Goya,1958）、
『カント、ヘーゲル、ディルタイ』（Kant,Hegel,Dilthey,1958）、『若い民族に関する考察』
（Meditación del puebro joven,1958）、『ヨーロッパ論』（Meditación de Europa,1960）、そし
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